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要　旨
本稿は、中学から高校まで英語を学習してきた大学生で、上級者はもちろん、リスニングを苦手とす

る初級から中級レベルの英語学習者にとって、音読がリスニング向上に特に効果的であることと、その
実践方法を紹介したい。英語音読はリーディングやスピーキングだけではなく、リスニングの能力向上
にも有効である。そしてその実践方法が従来のネイティヴ・スピーカーの発音を復唱するのではなく、
発音記号に基づいてすることで正しい発音を身につけることができ、さらに自力で学習ができるところ
を特徴としている。
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1 ．はじめに

日本人は近年まで英語でコミュニケーションが苦手と言われてきた。しかし、中学や高校での英語コ
ミュニケーションの授業の導入により、苦手意識はかなり解消されてきたようである。それでもまだ英
語を苦手とする学生から、「相手の言うことがよくわからない」とか、「自分が言っていることが理解し
てもらえない」、ということをしばしば耳にする。当然のことながら、正しく音を聞き取ることができ
なければ相手の言っていることがわからないし、また正しい音を出さなければ相手に聞き取ってもらえ
ず、自分の思いを伝えることはできない。もちろん、正しい発音ができなければ相手の言うことを聞き
取れないというわけではない。しかしながら、インプットとアウトプットは相互に関係性があること
は、音声知覚の観点からすでに明らかにされている。ではどうすれば、正しい音を聞き取れて、正しい
発音ができるようになるのだろうか。

日本人の英語学習の障害となっているのがカタカナである。多くの初級学習者はカタカナが英語であ
ると思い込んでいるところがある。例えば、staplerはホチキスに、breadはパンといったように、そも
そも英単語ではないものがカタカナで表記されていることや、Sydneyをシドニーと、cityをシティと
発音しても英語ネイティヴに通じないことがある。後者の場合、シドニーは日本語では 3 音節で発音す
るのに対して、英語では 2 音節（Syd・ney）で発音するためであり、またcityの発音記号は［s ti］

（スィティ）であってシティではない。日本語は構造的に「母音単独」か「子音＋母音」で音を形成し
すべての音を発音するが、英語にはそれに加え、「母音＋子音」や「子音＋母音＋子音」で音を形成す
る。それは英語が構造上必ずしも子音に母音を伴い発音する言語ではないからである。従って、正しい
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発音を習得するためにはカタカナ発音を排除するところから始める必要がある。
また英語発音を英語話者あるいは英語のネイティヴ・スピーカーから耳で聞いてそれを模倣すること

も一つの方法であるが、それにはいくつかの欠点がある。日本語の話者が必ずしも正しい発音をしてい
るわけではないとの同様に、英語話者が必ずしも正しい発音をしている訳でもないし、またその音をど
のように発するかを指導できない場合がある。また、北米英語とイギリス英語、オーストラリア英語に
ニュージーランド英語などといったように、イントネーションやアクセントが指導した英語話者の言葉
がそのまま学習者にも移る場合もある。そういった問題を克服するためには、正しい発音記号を身につ
けることが一つの解決策となる。つまり身近に英語話者がいなくても辞書さえあれば正しい発音ができ
るということである。その上で音読をすれば、正しい音で英文を読むことができるようになるし、会話
での発音も良くなる。正しい音を発声することができるということは、相手が話す音も正しければ理解
できることを意味する。当然ではあるが、英語のネイティヴ・スピーカーによっては方言や癖などもあ
り、すべて理解できるというわけではない。

本稿の目的は、音読が英語耳を養い、リスニング向上に効果的であることを考察し、さらには音読す
るための効果的な実践方法を紹介することにある。従来の英語音読教本の多くは、英語ネイティヴ・ス
ピーカーの声を模倣することで、英語らしい音を発音することのみに主眼が置かれてきた。しかしここ
では、英語の発音記号の学び方とそれに基づく音読方法を実践することで、英語学習者が英語ネイティ
ヴ・スピーカーに頼らずに自力で音読学習ができるようになる。その結果として、学習者は英語耳を養
いリスニング力を飛躍的に向上させることができるようになり、音読による英語学習者はよりよい英語
コミュニケーションを図ることが可能となる。

2 ．音読とリスニングの関係性

第二言語習得の観点から、音読がリスニングに効果的であることを検証するために、まずリーディン
グとリスニングの関係性を考える。リーディング（読解）とは言語認知行為であって、言葉を知覚する
読み手とテクストのインタラクションでもある（Eskey, 1986）。Goodman（1967）は、「読みとは書き
手の文字表示としてコード化したメッセージを、読み手ができる限り再構築する心理言語学的処理」を
指し、「効率的な読みとはテクストのすべての要素を正確に認知した結果ではなく、正しい推測を生む
のに必要な最も少ない、生産的な手がかりを選択する技能の結果」と説明する。要するに、読み手が、
選択的注意を働かせながらテクストの言語情報から、理解するための材料を不要なものを排除しながら
集め、予測し、検証し、確認する作業を繰り返す心理的推理ゲーム（psycholinguistic guessing game）
のように進めることである。

一方、リスニングとは聴覚を通して知覚される聴音刺激を意識的に処理することと一般的に言われて
いる。さらにAitchinson（1987）では、リスニングプロセスは音声認識と内容理解によって処理されると
され、その内容理解にとって重要なものがスキーマで、どのように内容を適切に推測するかに役立って
いる。それは、リスニングがスキーマを使って推測する仕事とも言われる所以でもある（Rost, 1990）。

こうして見ると、リーディングもリスニングも共にスキーマという推測を用いて情報処理をしている
ことになる。大石晴美はリーディングとリスニングの関係を 3 つの仮説［共通仮説（リーディングとリ
スニングの情報処理過程は同一）、相違仮説（リーディングとリスニングの情報処理過程は異なる）、併
用仮説（リーディングとリスニングの情報処理過程は中間的立場をとる）］から分析する。母語として
言語を習得する第一言語習得においては、共通仮説は肯定される一方、相違仮説においては、子供の言
語習得ではリーディングとリスニングの能力が関係あるとしているものの、大人の場合では書かれたも
のの内容を理解するのに、リスニング能力は必要条件とはならないとしている。さらに併設仮説では、

「情報の内容と情報入手状況によってリスニング能力とリーディング能力の関係は変化する」ため、情
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報処理過程が同一であるか否かは一概には言えないとしている（大石, 2006）。外国語として言語を習
得する第二言語習得である日本人英語学習者においては、リスニングとリーディングの言語情報の処理
能力は共通すると推測されているが、大石の実験では低い相関関係にあるという結果になり、その一方
で、母語である日本語での相関関係は高いという結果になっている（大石, 1999）。そうしたことから、

「英語学習者のレベルが母語話者に近い場合は、これらの相関性が高くなる」と推測し、他方「日本人
の英語能力ではその相関性は薄い」と大石は推測する（大石, 2006）。また、「言語運用能力に関しては、
第一言語では、細分化された能力、聞く、話す、読む、書くことが互いに統合的に機能し、関わりあい
をもっているが、第二言語になると、言語運用をする段階で各技能がそれぞれの処理過程をたどり、統
合的に機能することができない」とも考える（大石, 2006 69）。ここでのリスニングとリーディングの
関係は、音声と文字との言語情報処理に関係しているのに対して、リスニングと音読との関係について
は、音読が文字を音声化するため、同様の言語処理過程では説明できないかもしれない。

次に、英語学習の言語処理のメカニズムについて、脳科学の観点から考えてみる。日本人の初級英語
学習者と上級英語学習者を対象として左脳と右脳の血流増加量の割合を調べる実験をした大石は次のよ
うに結果を報告している。リスニングの場合、上級者の方が左脳の血流増加量が多く、初級者の方は右
脳・左脳とも変化はなく、またリーディングの場合、リスニングと同様に、上級者の左脳の方は血流増
加量が多く、初級者では右脳・左脳の血流増加量の割合に差はなかった（大石, 2006 132‒137）。これに
より左脳優位性が明らかになり、「習熟度が上がるほど左脳に依存」する割合が高く、「習熟度が低いと
左脳と右脳の活性度に有意差が認められ」ないことがわかった（大石, 2006 137）。この実験に参加した
のは日本の学校教育において英語を学習しただけの初級英語学習者と、上級者の内の 3 名は海外留学経
験（ 1 年～ 2 年）があるものの語学研修機関で学習したと言っても同然の英語学習者で、すでに言語習
得の臨界期を過ぎており、自然な環境で語学習得した学習者ではない。また第二言語習得において、教
育機関などでの授業で学習した場合には、左脳の働き方が優位になるという結果も出ている（Genesee, 
1998）。大石の実験結果で、上級者は左脳が活性化し、初級者は左脳・右脳に変化がなかったことにつ
いて、彼女は次のように結論付ける。

上級学習者は、課題に問題意識をもって積極的に取り組み、理解できないところは、推測
して理解しようとする。また、脳内活性度と関連付けて考えてみると、問題意識や推測
は、分析的ストラテジーであるために、左脳の活性度が高くなると考えることができる。
一方、初級学習者においては、〈中略〉　提示された単語や内容が理解できないときに、一
つひとつの単語を日本語に訳したり、聞いた音声を文字化している。そして理解できない
ときには「なんとなく」という感覚で理解しようとしたことが報告されている。〈中略〉　

「なんとなく」理解できないときには英語を日本語に訳したり、音読したりする。また、
イメージ化をすると解釈ができるため、左脳、右脳ともできるかぎりの機能をフルに働か
せ、課題の内容を理解しようとしていることが推測される。（大石, 2006 139）

学習環境が脳の活性化に影響を与えており、「自然な環境で言語を「習得」した場合は右脳の機能に依
存し、形式教授により「学習」した場合には左脳の機能に依存する」ということである（大石, 2006 
141）。第二言語習得を行う言語学習の臨界期を過ぎて学習を始めた日本人英語学習者が、左脳を活性化
することで言語習得を行おうとしていることがわかる。さらに英語学習者における上級者と中級者で
は、「言語野が選択的に活性化される」のに対し、「初級者では、言語野が選択的に活性化されず、その
他周辺の部位も血流量の増加」することもわかっている（大石, 2006 158）。大石のリスニングとリー
ディングの関係性の研究は、音声言語と文字言語の関係を科学的に明らかにしようとしたものである。
その結果、上級と中級の英語学習者では関係性があり、初級の英語学習者の場合は関係性がそれほどな
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いことが明らかであることがわかった。
引き続き文字言語を音声化する音読とリスニングとの関係性について考える。第二言語における音読

には、「単に視覚入力を機械的に音声出力に変換するだけの「眼から口への読み」の音読ではなく、意
味処理も行いながら、音読することが可能になり、それだけ新たな語彙の理解や獲得（内在化）ができ
るようになる」ということである（門田, 2012 125）。これが第一言語（母語）になると、第二言語よりも
はるかに自動化したプロセスになり、「文の意味内容の把握を促進させる効果」がある（門田, 2012 
128）。音声知覚の運動理論の観点から言うと、音声生成のメカニズムが調音運動へと移し替えられ、音
声知覚のメカニズムが調音シグナルから受け取るのである（Liberman and Mattingly, 1989 491）。つま
り、リスナーが特定の音声を知覚するには、リスナー自身が調音して音声を生成できないといけないこ
とになる。このことはまた、リスニングをするには正しい調音に基づく発音が効果的であるとも言え
る。正しい発音をすることがリスニング能力を向上させるのである。この正しい発音のためのトレーニ
ング方法が音読である。

第二言語学習者にとって、音読トレーニングには二つの目的があるということである。それは、 1 ）
文字と音声を結びつけるための音読と、 2 ）語彙や文法規則を内在化させるための音読である。その音
読のプロセスを門田は次の 3 つの段階に仮定する（門田, 2012 209）。

①視覚インプットから、文字（スペリング）表象の形成

⬇
②文字表象をもとに、（a）アセンブリルートか、

（b）語彙ルートを活用した音韻符号化による音韻表象の形成

⬇
③音韻表象をもとに、（a）直接 L2 音声アウトプットに向かうか、

（b）テキストの意味内容も同時に理解しながらのいずれかの方法で、
音声アウトプットを形成（音読の実行）

ここで（a）のアッセンブリルートを活用した場合は、単なるアウトプットの音読になるが、（b）の語
彙ルートを活用した場合は、意味理解をしながら音読をすることになる。（b）の語彙ルートを活用し
た音韻符号化の自動化をすることが、「音韻ループにおける内的リハーサル」の能力を鍛えることにつ
ながることとなる（門田, 2012 210）。つまり学習した語彙などを長期間脳内に記憶させておくことで、
いつでも引き出せるようにできるようになることを意味し、ディクテーションなどを行う場合は、この
文字情報と音声情報を同時に認知できる語彙ルートを活用した音読がきわめて有効と言える。第二言語
として英語を学ぶ日本人学習者を対象に行われた音読に関する実験を行った結果、語彙や表現の定着率
が高くなり、リーディング力向上に効果的であったという結果も報告されている（鈴木, 2009）。この
ことは音読が日本人の英語学習者の英文読解力を向上させるということをも意味している。さらに門田
は、このアウトプット活動を行う音読（しいてはシャドーイング）が、第二言語におけるスピーキング

（言語産出）能力向上に直接効果をもたらすと論じる。この門田の議論こそが、音読とリスニングの関
係を明らかにしてくれる。その一つが「言語運用の流暢性」である（門田, 2012 240）。これはリスニン
グの処理スピードと関連し、言語産出の速度が言語入力の速度に追いつかないと聞き取れないように、
英語の音声を聞き取るにはその速度と同じ速度で言語産出を行う必要があるのである。松澤は、発音が
できるとリスニングができるとし、その理由として「正しい発音ができるようになると、その音を聞い
たときにすぐに判別できる」ようになり、「結果として、リスニング力が向上」すると述べている（松
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澤, 2015 17）。英語ネイティヴ・スピーカーの音声が速いと感じるのは、学習者がその速さで音声を再
現できないところにあると考えてもよい。

3 ．音読と英語発音記号

音読がリスニング能力の向上に効果的であることが了解されたところで、音読の具体的な方法を考え
る。鈴木・門田（2012）によれば、38通りの音読指導法があるということだ。それは「バックワード・
イチゴ読み」から「四方読み」まで、対象教材や練習形態に応じて分類したもので、学力が低く、自力
では 1 語ずつでも音読できない学習者から、単調さを回避するため同じ文章やパラグラフを前後左右で
音読する指導法まで多岐に渡る。もちろんそこにはリピーティングやオーバーラッピング（パラレル・
リーディング）やシャドーイングといった、従来中学校、高校、大学で行われている音読指導法も含ま
れている。鈴木・門田の音読指導法の基本には「フォニックス」と言われる、音とアルファベット文字
の対応規則とその規則を用いて読み書きを指導する、ボトムアップ的アプローチ方法がある。このフォ
ニックス・ルールの代表的なものとして具体的に12ほど挙げられる（「子音」、「 5 つの短母音」、「サイ
レントe」、「礼儀正しい母音」、「 2 文字子音」、「 2 文字母音」、「連続子音」、「Rのついた母音」、「iの文
字名読み」、「複数のs」、「三人称単数のs」、「過去形」）1 ）。

音読するには、基本的に各単語の発音を知っていて、なおかつそれを即座に読むことが求められる。
それ故、発音記号を読むことができることはとても重要になる。学習者が初見で新出単語を発音する場
合、指導者は自らその単語を発音するかネイティヴの発音を聞かせた後、発音するように指導する。聞
いた音声を模倣するよう学習者は促されるのである。その際、正しく復唱できる耳をもった学習者であ
れば、一度聞いただけで発音できるが、そうでない学習者は 2 度 3 度繰り返し聞く必要がある。その助
けとなるのが発音記号である。発音記号の読み方を知っていれば、初級学習者でも新出単語の発音をす
ることが容易となるはずである。しかも一度発音記号の読み方（簡単にできることではないが）を習得
すれば、模範音声に頼らずに学習者は発音できるようになる。フォニックスによる指導法は音読にはと
ても良い方法であるが、やはりそこには限界もあり、また欠点もある。それを克服するには発音記号の
読み方を徹底して学習するしかない。

英語の音声記号は弱母音を除く単母音が13 （［i:］, ［ ］, ［e］, ［æ］, ［a］, ［ə］, ［ə:］, ［ ］, ［u:］, ［ʌ］, ［ɔ］, ［ɔ:］, 
［ɑ］, ）、子音が24 （［p］, ［b］, ［t］, ［d］, ［k］, ［ ］, ［m］, ［n］, ［ŋ］, ［r］, ［f］, ［v］, ［θ］, ［ð］, ［s］, ［z］, ［ʃ］, ［ʒ］, 
［h］, ［j］, ［l］, ［w］, ［tʃ］, ［dʒ］ ）の合計37ある2 ）。これに対し、日本語の場合は母音が 5  （［a］, ［i］, ［u］, 
［e］, ［o］）、子音が13 （ ［p］, ［b］, ［t］, ［d］, ［k］, ［ ］, ［m］, ［n］, ［r］, ［s］, ［z］, ［x］, ［h］）の18しかない。
従って日本語では出せない多くの英語の音声があることがわかる。それでは日本人英語学習者はどのよ
うに学べば良いのか。

まず、最初にすることは日本語の発音にはない母音（［æ］, ［ə］, ［ ］, ［ʌ］, ［ɔ］, ［ɑ］,）を出す練習であ
る。特に母音は意味に大きな影響を与えるので、正しい舌の位置で音を出す必要がある。少し違っただ
けで別の意味を表すこともある。例えば、cat ［ kǽt ］とcut ［ kʌt ］である。［æ］と［ʌ］の一音が違
うだけでまったく違う意味の言葉となってしまう。またhurt ［ hə:rt ］とheart ［ hά:rt ］の場合も、一
音違うだけで別なものを意味してしまうのである。

3.1. 発音記号の読み方

以下、発音記号の読み方及び例については竹内（2012）の英語発音教本（アメリカ発音）に基づくも
のとする。ただし、ここでは日本語の発音にない母音と子音に限定する。
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3.1.1. 母音（［æ］, ［ə］, ［ ］, ［ʌ］, ［ɔ:］, ［ɑ］）

［æ］は、口角を引き締め、横にも縦にも大きく開き、舌先を下歯茎につけたまま、舌全体を横に広
げて、中央部をくぼませて発音する。「ア」よりも舌が上に上がるので、「エ」の響きがある。声のベク
トルは後ろで、全方向に声がいきわたるイメージで「アとエの間の音」を発音する。

例、apple ［ǽp（ə）l］, bag ［bǽg］, back ［bǽk］, Japan ［dʒəpǽn］, marriage ［mǽridʒ］
［ə］は、唇に力を入れず、口を軽く開け、舌先を下歯茎につけたまま、舌にも力を入れずに位置を口

腔の中央あたりに置き発音する。音は「ア」、「イ」、「ウ」、「エ」、「オ」のどれにもあてはまらず、「あ
いまい母音」と呼ばれている。

例、about ［əbáut］, animal ［ǽnəməl］, moment ［móumənt］, police ［pəĺ:s］, museum ［mjuź:əm］
［ʌ］は、口角を引き締め、唇は力まず、日本語の「ア」より少し狭く開く。舌先は下歯茎につけ、

舌の両側は上の奥歯につくかつかないかにし、後ろに声のベクトルを持ってきて、喉を開いて「ア」と
発音する。「ア」と「オ」の中間音になる。

例、up ［ʌp］, bus ［bʌs］, oven ［ʌvən］, monkey ［mʌŋki］, flood ［flʌd］
［ ］は、口角を引き締め、後舌を後ろに引くために、唇は丸く突き出るが、緊張はしない。舌先を

下歯茎につけ、舌の両脇を上奥歯に軽くつくようにして、舌の中央部をくぼませて「イ」 と「オ」の中
間の音色で発音する。

例、ful ［f ́ l］, wolf ［w ́ lf］, cook ［k ́k］, wool ［w ́ l］, should ［ʃ ́d］
［ɔ:］は、唇はあまり開かず、あごが下がるのにつられて開く程度にし、舌先を下歯茎につけ、舌の

両端を上奥歯につけないようにして、後舌部を喉奥に引いて、「オ」よりも「ア」に近い発音をする。
例、bought ［bɔ:t］, law ［lɔ:］, talk ［tɔ:k］, broad ［brɔ:d］, water ［wɔ:tɚ］

［ɑ］は、唇を縦に開き、舌を下歯茎につけて舌を下げ、舌の高さと喉奥を広くし、あくびの喉のま
ま声のベクトルを後ろにし、「ア」と発音する。

例、top ［tάp］, god ［gάd］, odd ［άd］, what ［wάt］, cough ［kάf］

3.1.2. 子音 （［ŋ］, ［f］, ［v］, ［θ］, ［ð］, ［ʃ］, ［ʒ］, ［j］, ［w］, ［tʃ］, ［dʒ］）

［ŋ］は、口を自然に開けて、後舌部を軟口蓋にぴたりとあてることによって、口から出る息をふさ
ぎ、鼻から息を出してつくる日本語の「ング」の音。

例、king ［ḱŋ］, young ［jʌŋ］, angry ［ǽŋgri］, pink ［ṕŋk］, uncle ［ʌŋkl］
［f］と［v］は、上歯と下唇を合わせることによって、息の通る狭い通路をつくり、そこを通る息を

摩擦させてつくる日本語の「フ」と「ブ」に近い音。無声音と有声音の違い。
例、feel ［f́:l］, office ［ɔ:f s］, enough ［ nʌf］, very ［véri］, move ［mú:v］

［θ］と［ð］は、舌を見えるように唇から外に出して上の歯に接触させ、そのすき間から息を出し、
歯と舌の摩擦でつくる日本語の「ス」と「ズ」に近い音。無声音と有声音の違い。

例、think ［θ́ŋk］, nothing ［nʌθ ŋ］, these ［ð́:z］, within ［w ð́n］, smooth ［smú:ð］
［ʃ］と［ʒ］は、唇に力を入れずにとがらせ、下あごを前に出して上下の前歯を近づけ、前舌面をも

り上げるが、中央をへこませて口蓋と舌の間に息の通る狭い通路をつくる日本語の「シュ」と「ジュ」
の音。無声音と有声音の違い。

例、station ［sté ʃn］, she ［ʃ́:］, vision ［v́ʒ（ə）n］, casual ［kǽʒuəl］, beige ［bé ʒ］
［j］は、口を歯が見えるほどやや横に開き、下あごを前に出して上下の前歯を近づけ、舌の中央をへ

こませ、両脇を上歯の内側につけた後、すぐに舌を下げ、息を出しながら日本語の母音の「イ」に似た音。
例、yen ［jén］, young ［jʌŋ］, yes ［jés］, million ［ḿljən］, onion ［ʌnjən］
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［w］は、後舌部を後ろにぐっと引くことで口をすぼめ、息を出しながら唇の両端を後ろにすばやく
ひき、続く母音の発音の口にして出す日本語の「ワ行」の母音が抜けた音。

例、wall ［wɔ:l］, wood ［w ́d］, quiet ［kwá ət］, suite ［sẃ:t］, once ［wʌns］
［tʃ］と［dʒ］は、破裂音［t］,［d］と摩擦音［ʃ］,［ʒ］が結合した破 音で、［t］,［d］は［ʃ］,［ʒ］

が続くために、舌先だけが口蓋から離れ、舌と口蓋の間に狭い空気の通り道をつくり、［ʃ］,［ʒ］の口
の形で、舌端を後部歯茎ではじいて破裂させながら［ʃ］,［ʒ］を発音する。［tʃ］は日本語の「チャ、
チュ、チョ」を、［dʒ］は日本語の「ヂャ、ヂュ、ヂョ」を短く強めに発音すると近い音になる。

例、cheese ［tʃ́:z］, nature ［né tʃɚ］, watch ［wɔ:tʃ］, job ［dʒɔb］, gym ［dʒ́m］

3.2. 発音記号を読む

3.2.1. ワードからフレーズ、センテンスへ

個々の単語の発音記号が読めたら、次は単語が連結したフレーズやセンテンスを読む練習をする。一
つ一つの発音記号から、音の連結、リズムとイントネーションなどに注意しながら読む。イントネー
ションは内容語（content word）に意識して置き、機能語（function word）は弱く読むことが大切で
ある。以下の例文は竹内（2012）をベースにしたものに修正を施している。

最初に次の各フレーズの発音記号を読む。
take it easy  ［te  k  t́: zi］
come on  ［kʌ mən］
look at me  ［lú kət ḿ:］
as a result  ［əzə rizʌlt］
have a nice day  ［hǽvə nais déi］
続いて、次の各センテンスの発音記号を読む。発音記号の下にある●は強く、•は弱く読む。
 My uncle can sing longer than his young son.

［mai ʌŋkl kæn śŋlóŋɚ ðæn h z  jʌŋ sʌn］
• ● • ● ●• • • ● ●

 That young man earns one million yen per year
［ ðæjʌŋ mǽn ɚ:nz wʌḿljən jén pə: j́ɚ］

• ● ● ● ● ●• ● • ●

 Stephen was in love with his new television.
［ st́:vn wɑz n lʌv w ð z njú: téləv`ʒən］

● • • ● • • ● ● • • •

 My mother’s skin is smoother than mine.
［ma  mʌðɚzḱn zmú:ðɚ ðæmá n］

• ● •● • ● • • ●

 She has a passion for England.
［ ʃi: hǽzə pǽʃən fɚ ́ŋlən］

• ● • ● • • ● •

 Don’t question Mother Nature.
［ dóunkwétʃən   mʌðɚ  né tʃɚ］

● ● • ● • ● •
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 Cats don’t eat pizza.
［kǽts dóut́: ṕ:tsə］

● ●● ● •

3.2.2. センテンスからパラグラフへ

センテンスに続き、パラグラフによる発音記号を読む練習をする。短い文章から長い文章へと向か
う。ここでは有名な早口言葉（tongue twisters）をその例文とする。なぜなら、文を発音記号で読むこ
とで音の違いを認識できるだけでなく、早く読む練習に繋がるからである。

1. She sells sea shells by the sea shore. ʃi: sélz ś: ʃélz ba  ðə ś: ʃɔɚ
  • ● ● ● • • ● ●

 The shells she sells are surely seashells. ðə ʃélz ʃi: sélz ə ʃ ́ɚli ś:ʃélz
  • ● • ● • ● • ● ●

 So if she sells shells on the seashore, sou f ʃi: sélz ʃélz ɔn ðə ś:ʃɔɚ
  • • • ● ● • • ● ●

 I’m sure she sells seashore shells. aim ʃ ́ɚ ʃi: sélz ś:ʃɔɚ ʃélz
  • ● • ● ● ● ●

2. Peter Piper picked a peck of pickled peppers.
 How many pickled peppers did Peter Piper pick?
 If Peter Piper picked a peck of pickled peppers,
 where’s the peck of picked peppers Peter Piper picked?

 ṕ:tɚ  páipɚ  ṕkt  ə  pék  əv  ṕkld  pépɚz
 ha   méni  ṕkld  pépɚz  d d  ṕ:tɚ  páipɚ  ṕk
 f  ṕ:tɚ  páipɚ  ṕkt  ə  pék  əv  ṕkld  pépɚz
 wéɚz  ðə  pék  əv  ṕkld  pépɚz  ṕ:tɚ  páipɚ  ṕkt

このように、ワードからフレーズやセンテンス、そしてパラグラフへと、段階を踏みながら、発音記号
を読む練習をすることで、似ていると見える単語でも発音が異なること、またイントネーションやリズ
ムなども認知することができることを学んだ。正しく英語の音を知覚できることは、スピーキングを向
上させるだけでなく、リスニング能力の向上に繋がることにもなる。

4．おわりに

英語の音を聞き取るのを比較的苦手とする、初級と中級の英語学習者にとって、音読がリスニング能
力の向上に効果的であることを明らかにした。そして具体的に発音記号を読む練習をワードからパラグ
ラフまで示すことで、発音記号を読む音読の実践方法を理解できたはずである。またここでは取り上げ
なかったが、門田（2012）が提唱するシャドーイングもまたリスニング能力向上に効果がある。しか
し、これができる学習者はほぼリスニングが十分できる状態にあるので、リスニングを苦手とする初
級・中級の学習者にはハードルが高いトレーニング方法であると言える。ある程度音読ができるように
なったら、シャドーイングに取り組むと、より英語リスニングの向上になるはずである。ここでは十分
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な量の例文を提示することはできなかったが、さらに発音記号による音読を試みたい初級・中級の英語
学習者には、松澤（2015）や竹内（2012）を、上級者にはO’Connor（1980）を薦めたい。
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注
1 ）フォニックス・ルールに関しては、「フォニックス・ルール表」（鈴木・門田, 2012 140）を参照。
2 ）ここで取り扱う音声記号はIPA（the International Phonetic Alphabet）に基づいて表記する。ま

たイギリス英語の［ər］はアメリカ英語では［ɚ］という表記になる。ɚはR性母音（母音＋rの
つづりからなる母音）で、アメリカ発音にしかない。


